
今
回
の
目
的
と
し
て
は
、
国

会
議
事
堂
の
見
学
、
お
よ
び
今

夏
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
の

持
株
グ
ル
ー
プ
本
部
の
Ｆ
ｒ
ａ

ｇ
ｅ
と
し
て
の
統
一
行
動
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
持
株
グ
ル
ー
プ
本
部
の

Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
メ
ン
バ
ー
四
〇
人

程
で
国
会
議
事
堂
内
部
を
見
学

し
ま
し
た
。

国
会
議
事
堂
内
部
に
入
る
と

い
う
経
験
が
今
ま
で
無
か
っ
た

た
め
、
見
る
も
の
全
て
が
新
鮮

で
、
い
つ
も
テ
レ
ビ
で
見
る
議

会
の
場
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
、
政
治
に
対
す
る
想
い
を

強
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
般
見
学
も
行
っ
て
い
る
そ
う

な
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
是

非
一
度
足
を
運
ぶ
こ
と
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。

次
に
各
分
会
の
メ
ン
バ
ー
と

班
を
作
り
、
「
石
橋
み
ち
ひ
ろ

議
員
の
名
前
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
ま
た
は
夏
の
参
議
院
選

挙
の
投
票
に
つ
な
げ
る
た
め
の

統
一
行
動
」
に
つ
い
て
Ｆ
ｒ
ａ

ｇ
ｅ
メ
ン
バ
ー
に
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

特
に
若
手
社
員
へ
の
認
知
度

お
よ
び
投
票
率
が
少
な
い
こ
と

を
懸
念
し
、
「
ど
う
す
れ
ば
Ｎ

Ｔ
Ｔ
持
株
グ
ル
ー
プ
の
Ｆ
ｒ
ａ

ｇ
ｅ
社
員
が
石
橋
み
ち
ひ
ろ
議

員
に
投
票
す
る
か
」
と
い
う
点

を
重
視
し
て
皆
で
議
論
を
進
め

ま
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い

て
若
手
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う

と
い
っ
た
案
が
出
ま
し
た
が
、

「
特
定
の
政
党
を
応
援
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
」
や
「
フ
ラ

ン
ク
な
内
容
を
石
橋
議
員
が
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
批
判
の

声
が
強
く
な
る
」
と
い
っ
た
問

題
点
が
浮
か
び
上
が
り
、
議
論

が
難
航
し
ま
し
た
。

結
果
、
七
月
の
参
議
院
選
挙

に
向
け
て
、
会
社
メ
ー
ル
の
書

名
欄
に
石
橋
み
ち
ひ
ろ
議
員
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
議
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
Ｆ
ｒ

ａ
ｇ
ｅ
世
代
の
皆
様
に
は
再
度

依
頼
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
和
田
）
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四
月
二
十
一
日
に
東
京
・
参

議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
第
二

回
ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
九
州
分
会

か
ら
は
、
和
田
尚
之
さ
ん
が
参

加
し
た
。
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●「教育における情報通信(ICT)の利活用をめざす議員連盟」立ち上げ

超党派の有志議員で政策提言をめざすとともに、学校現場や自治体、

保護者の皆さんにＩＣＴ利活用の必要性や有用性を理解してもらう活

動を展開することを確認。

●『地方教育行政法開始案』に対する参議院本会議代表質問に立つ

2013～14年度は、参議院文教科学委員会に所属。教育行政への国の関与を強めようとする安倍政権に真っ向対峙し、教育

予算の拡充や地域コミュニティの教育参加の強化など、教育のあるべき姿を積極的に提言。

●ＩＣＴ教育利活用の実例を視察

都内や沖縄県宮古市、広島、韓国などで教育の場でのＩＣＴ利活用の実例を視察。現場の声を受けとめながら、次代を生

きる子供たちにふさわしい学びを論議し、提案。

●スマートグリッドタウン、植物工場などを視察・提言

開発や成長一辺倒ではなく、自然環境に、そして人や動植物に優し

い経済政策や環境・エネルギー政策を追求。

●「2030年代原発ゼロ」に向けた取り組み

東京電力福島第一原発事故後のエネルギー政策の見直し論議にも積

極的に参加。民主党の「2030年代原発ゼロ」政策の決定をふまえ、特に再生可能エネルギーの導入・利用拡大に向けて、ス

マートグリッドの推進等を提言。

都内の小学校を視察（2015）

東京都府中市のスマートグリッド
関連施設を視察（2012）

私の出身地は、大分県の北部に位置する漁師町です。

漁師町ですので言葉が荒く、他の地域には無いような独

特の方言が現在も残っています。

例えば、身近な方を呼ぶ時には、おばちゃん＝ばぁばぁ、

おじちゃん＝いーやん、あなた＝あが、といった方言を

使います。

この身近な方の呼称は一例で、

他の地域では聞いた経験の無い方

言が数多く残っていますので、他

の地域の方が聞いても、何を言っ

ているのか理解できないでしょう

し、言葉が荒いため、喧嘩してい

ると良く誤解されます。

しかしながら、田舎に帰省して

懐かしい方言を耳にすると、不思

議と落ち着きますし、帰省した実

感が沸きますので、方言の良さを

感じます。

韓国の小学校を視察（2015）

まずは、熊本県域を中心に九州全域で発生している断続的な大

地震によって亡くなられた方々に心から哀悼の意を表します。ま

た、被災された皆さまにお見舞いを申し上げると共に、通信イン

フラの復旧や臨時電話の架設等、被災地でご奮闘いただいている

仲間の皆さまに心からの敬意と感謝を申し上げます。今後の復旧・

復興に向けた取り組みについては、国会として全力を挙げ、取り

組んでいくことをお約束しておきます。

それにしても、あの未曾有の被害をもたらした「東日本大震災」

および原発事故から5年の月日が経ち、その経験や教訓をふまえて、

全国各地で防災・減災に向けた対応が強化され、加速化されてき

たはずでした。しかし今回も、地震発生後の対応の司令塔たるべ

き自治体の庁舎が壊れ、機能を果たせなくなってしまったり、市

民の避難場所たる公共施設等がその役割を果たせなくなってしまっ

たりしており、果たして5年前の経験・教訓が十分に生かされてき

たのか否か、国政を担う立場にいる者として、あらためて自問自

答せざるを得ない状況を目の当たりにしています。

今回の熊本地震は、私たちにあらためて、日本の国土において

はどこでも大きな地震災害が起こりうること、そしてそのことを

前提とした防災・減災の取り組みが必要なことを教えてくれてい

ます。今回の被災地の復旧・復興はもとより、全国的な防災・減

災の取り組み強化に一層、努めていくべきことを改めて決意を含

めて申し上げておきたいと思います。

参議院議員 石橋 みちひろ

情報労連「環境統一行動」
で河川敷清掃（2015）


